
 



 

 

 

 

 

 

  
     

  

  
     

  

ロータリーとポリオ

ロータリーは 1985 年、大々的な予防接種を通じて、世界からポリオを撲滅する活動を開始しまし

た。これまでに 18 億米ドル以上を投入し、122 カ国の 25 億人以上の子どもに予防接種を行うた

めに、ロータリー会員が多大な時間を捧げてきました。

また、アドボカシー（政府への働きかけ）を通じて、援助国政府からの 80 億ドル以上の資金確保

に貢献しています。

ロータリーは、世界保健機関（WHO）、UNICEF（国連児童基金）、米国疾病対策センター、ビル

＆メリンダ・ゲイツ財団とともに、「世界ポリオ撲滅推進活動（GPEI）」を発足し、ポリオ撲滅の実現

を最優先目標に掲げて活動しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

ポリオとは？
ポリオ（急性灰白髄炎）は、日本でかつて「小児まひ」と呼ばれていました。1960 年（昭和

35 年）に日本で大流行しましたが、経口ポリオワクチンの導入により、1980 年を最後に日本

で野生型ポリオウイルスによる患者は出ていません。

ポリオは非常に感染性の高い病気であり、特に感染しやすいのは 5 歳未満の子どもです。

ポリオウイルスは人から人へ感染し、最も多いのは汚染水を通じた感染です。神経系を侵す

こともあり、これによって身体のまひを引き起こす可能性があります。現在日本では、ジフテ

リア、百日咳、破傷風とあわせて四種混合ワクチンに含まれており、若いお父さんやお母さ

んなら「ポリオ」という言葉を聞いたことがあるでしょう。しかし、「ポリオ」がどんな病気なのか

を知る人は多くありません。

一度感染すると治療法はありませんが、ワクチンで予防が可能です。 

 

 

 

 

 

ロータリーの活動

1905 年にシカゴで創設されたロータリーでは、110 年以上、さまざまな職業と地域社会のリーダーが

一体となり、地域に密着した社会奉仕活動や人道的活動を行ってきました。活動分野は、ポリオ撲滅

をはじめ、基本的教育と識字率向上、平和の推進、水と衛生の改善、経済と地域社会の発展など、

多岐にわたります。

それぞれの地域にあるロータリークラブでの活動に加え、世界 120 の国と地域の会員たちが国際的

な交流や協力活動を通じて、日々、友情と平和の精神を培っています。また、奨学金や交換留学等

を通じて、次世代の育成にも力を注いでいます。　ロータリー公式ウェブサイト：www.rotary.org/ja 

 

 

歴史をつくるカウントダウン：www.endpolio.org/ja 
 

 

『ブレス  しあわせの呼吸』  ポリオサバイバーの実話  

9/7（金） 全国ロードショー 
全身まひを患いながら前向きに生きる主人公ジョナサン・カベンディシュ。彼が感染したのは、 

筋肉を弛緩させて不治のまひ障害を引き起こすポリオでした。この恐ろしいウイルスが、現在も 

一部の国で人びとを脅かしていることは、日本ではあまり知られていません。 

アンディ・サーキス監督は、昨年の「世界ポリオデー」のメッセージで「ポリオ撲滅を応援します」と 

述べています。ロータリーは、本作品の紹介を通じて、ポリオへの認識と理解、そして支援を促し、 

一日も早くポリオのない世界を実現するために活動しています。 
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	地区名・ロータリークラブ名（必須）: <お問い合わせ>
 
クラブ名または地区名　(必須）
連絡先
 
	活動内容（任意）: クラブのポリオの活動事例や寄付の受け入れに関する情報（任意。入力しない場合はこの文字を消してください。）


